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古紙配合率100%の再生紙と、植物性大豆油インキを使用し、
環境にやさしい水なし印刷方式を採用しています。
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「夜間納税窓口」開設のお知らせ�
仕事などでお忙しい方、ぜひ利用ください。�
●日時　12月27日（月）　17:30～20:00�
●場所　市庁舎１階　収納管理室�
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固定資産税（４期）�
国民健康保険税（７期）�
介護保険料（５期）  の納期です�
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12月の定例相談会�（例： ○ 1…市役所1階）�役�
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男女共同参画相談支援センター
（要予約022-6035）
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高齢者が集う
地域交流サロンを開設
�
越河の阿部さんご夫妻と秋山さん

　3年前から高齢者向けの交
流サロン「ふれあいサロンあす
なろ会」を自宅を開放して開設
しているのは、阿部一男さん・

みえさんご夫妻と秋山正子さん（越河）です。3人は、みえさんのヘルパ
ー経験や秋山さんのあさくらホームでの調理食の経験を生かして介護
予防を図ろうと、ボランティアの方々と月１回、交流サロンを開いています。�
開設のきっかけは？「3年前、社会福祉協議会からサロン開設の働きかけ
があり、いい話だと思っていました。川井前市長が『ふれあいトーク』で
越河に来た際にも、越河でも交流サロンをという話になり、以前講演を
聞いた涌谷町のデイサービスセンター『まりちゃん家』を見学し、これな
らうちでもと開設を決めました。そして、市のヘルパーの方々やＪＡみや
ぎ仙南女性部『つくしんぼう』の皆さん、ボランティアの方々にも応援を
いただき、3年前の10月からサロンを開設したんです。」�

サロンの会員は？「立ち上げた
当時は25人ほどでしたが、現在
の会員は50名で、常時30～40
名の会員がサロンに参加してい
ます。サロンの開設日は、基本的
に毎月第3日曜日の10時～14
時まで。お世話役のボランティア
は25名いて、常時10名くらい
の方が来てくれます。仕事を休
んでまで来てくれる方もいて、
本当にありがたく思っています。」�

サロンの活動は？「地元の方が演じる踊りやショーなどを見たり聞いたり
して交流を深めています。カラオケは毎回。一緒に歌ったり踊ったりして、
手や体をできるだけ動かすよう心がけています。整膚師の日下さん夫妻
によるマッサージや、看護師の高橋さんによる血圧測定や健康管理のア
ドバイスもあり、皆さんに喜ばれています。また、いただいた米やキノコ、
野菜など新鮮な材料で、ボランティアの方々と手作りのお弁当を作り、食
べてもらったりもしています。」�
3年間やってみて？「最初はこんなに長く続くとは思っていませんでした。
ボランティアの皆さんのお力添えと、会員の『楽しみにしているよ』とい
う声に支えられて楽しんでやって
これました。」�
抱負をどうぞ！「今後は、会員の誰
かがリーダーになってグループを
作り、主体性を持って活動してい
くのが理想ではないかと思ってい
ます。私たちやボランティアが主
催者側から応援側に回れば、活動
の幅がさらに広がっていくと思い
ます。」�

▲阿部さんご夫妻（手前）と�
　ボランティアの高野さん・八島さん�

▲川井前市長や越河保育園児たちも訪れた10月15日の3周年記念�
　サロンには、50人近くのお年寄りが集まりました。�

▲サロンでは毎回、「これから音頭」を楽しく�
　歌い踊っています。�

11月６日、小原地区の新たな特産物「モクズガニ」の
飲食店や家庭での普及を目指し、さらに市民の皆さんへの
お披露目を兼ねた「モクズガニ料理コンテスト」が、農業
祭会場のホワイトキューブで開催されました。
コンテストでは、書類選考を通過した６名が実技審査に
臨み、自慢のオリジナル料理を競い合いました。
コンテストを主催した小原地区活性化推進協議会では今
後、受賞作品などのレシピを掲載したパンフレットを市内
の飲食店や旅館などに配布して、モクズガニ料理の普及を
図る考えです。

最優秀賞を目指した熱い戦い
～農業祭でモクズガニコンテスト～

▲最優秀賞を受賞した佐藤和恵さん（仙台市）の
「カルボナーラ風モクズガニウーメン」

▲優秀賞を受賞した小林信子さん（仙台市）の
「モクズガニのラビオリ風仕立て」

▲優秀賞を受賞したキャサリン・チェンさん（沢端町）の
「カニ三昧（カニ味噌とカニハット）」
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